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はじめに
　近年交通機関の発達により，妊娠中でも，あらゆる乗
物を利用することが余儀なくされている。これらの交通
機関が妊婦の流早産に何らかの影響を与えているのでは
ないかと考えられる。
　産婦人科の医師より外来通院中の妊婦を対象に，　「交
通機関が妊婦に及ぼす影響」について，アンケート調査
の協力を求められた為，これらの中に，保健指導に役立
つものがなかろうかと考え調査に参加した。その結果，
乗物と流早産との関係が明確でなく，因果関係はつかめ
なかった。
　そこで，私達は仕事を持つ妊婦と持たない妊婦，又，
日常生活の中での，乗物を利用した場合の妊婦に及ぼす
影響を，その時の症状，乗物の種類による相違に着眼し，
追加アンケート調査を加え，その結果により保健指導を
考えてみたので報告する。
1　目 的
妊婦の流早産に，交通機関がどれだけ影響を及ぼすか
を知り，保健指導を考える。
皿　調査方法
1）調査の対象
　当院産婦人科外来に通院中の初経産婦を対象にした。
2）調査期間
　昭和57年5月1日より8月31日までの4ケ月間は調査
1，9月1日より9月30日までの1ケ月間は調査2を行
った。
3）調査内容
　①調査1について
　妊婦が自宅から病院までの，通院に利用する交通機関
で，妊婦の自覚した異常をアンケート用紙により，妊婦
自身に記録させたものである。内容は，当産婦人科医師
が作成し，依頼されたものであり，調査項目は，表1の
通りである。
　②調査2について
　私達の作成した調査内容であり，④日常生活の中で，
最も利用されるであろう自宅から勤務先までの交通事情
について，◎買い物忌で利用する交通事情について，的
を絞った調査であり，表2の通りである。この調査も，
アンケート用紙を用いた。
皿　経過及び結果
　調査1について，項目②③を中心に結果を次のように
まとめた。　（表3参照）
　5月は17人の対象者の中で異常を訴えた妊婦は6人で
ある。主な症状は下腹部事事感であり，利用された交通
機関は，さまざまである。6月は7人の対象者で，7人
とも異常の訴えがなく，病院近辺からの通院者であった。
7月は対象者が10人で，タクシーを利用し，通院をして
いる1人が下腹部緊満感，悪心を訴えるのみであった。
8月の対象者は12人でバスを利用した1人の妊婦が悪心
を訴えた。
　この調査では通院時の交通事情中心であり，日常生活
全般についてどうなのか，次のような予測をした。
　①交通機関を利用する機会の多い妊婦が影響を受け易
いこと。そして，職業を持っている妊婦の方が異常を訴・
えるケースが多いのではないか。
　②利用する交通機関の種類や時間によって，影響に差
があるのではないか。
　③妊娠する事により，日常生活において，交通機関に
対し，どのような配慮がなされているかを知ることがで
きるのではないか。
　以上の予測をもとに調査2のアンケートを作成し，次
の結果が得られた。
　対象妊婦の45人を100％とすると，仕事をもっている
妊婦が47％，仕事を持っていない妊婦が53％であった。
仕事を持っている妊婦のうち，交通機関を利用すること
で何らかの異常を訴える人は22％，異常を訴えない人は
24％であった。職業を持っていない妊婦も異常を訴える
人は22％，異常を訴えない人は31％にもなった。さらに
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仕事を持っている妊婦と，持っていない妊婦に分け，次
のようにまとめてみた。　（図①参照）
　①仕事を持っている妊婦について，
　通勤者で異常を訴えた人を見ると，交通機関別では，
電車が70％，時間別では1時間以内が最も多かった。症
状としては下腹部緊満感が半数を弘め，その他，嘔気，
めまいであった。次に出勤時利用する交通機関では，異
常を訴えた人についてみると，何らかの異常を訴えた人
は37％と低く，主な症状はめまい，下肢倦怠感，下腹部
緊満感等であった。対象者の職業は店員，教師，保母な
どの立業と，事務などの坐業である。今回の調査結果で
は，帰宅后の異常を訴える妊婦は坐業の人がほとんどで
あった。　（図②③参照）
　②仕事を持たない妊婦について，
　日常生活の行動範囲の中でも半数近くの妊婦がなんら
かの異常を訴え，そのうち約70％が30分以内の買い物等
で異常を訴えている。しかし，交通機関を利用して異常
を訴える妊婦は比較的少なかったが，全体の症状を見る
と下腹部緊満感が90％を示している。
N　考　　察
　予測と結果を比較してみると，交通機関利用によって，
少なからず，異常を訴える妊婦があったことがわかった。
　出勤時の異常症状の中で最も多かった，下腹部緊満感
の原因としては，腰をかけることが出来ず，長時間での
同一体勢による負担，満員電車による腹部圧迫も考えら
れる。又，嘔気としては，つわりの時期であったと思わ
れる。乗り物だけではなく，階段昇降による疲労及び，
身体への負担も考えられる。エスカレーター等を利用す
ることや，手すりにっかまり階段の昇降をすることで，
負担の軽減がなされるのではないかと思う。
　立業の人より，帰宅后異常を訴える妊婦は坐業の人の
方が結果的には多かったが，調査数の少ないことと，又，
同一体勢で長時間椅子に坐わることの疲労感や，下腹部
を圧迫する為ではないかとも思われる。そして昼食を含
めた1時間の休息が充分活用されていないのではないか
とも思われる。
　主婦が日常生活の中で，わずか30分以内の徒歩で異常
を訴える原因としては，妊娠することにより妊婦の行動
範囲が狭くなり，精神的にも負担がかかっているうえ，
歩行による下腹部への負担，及び買い物等による重い荷
物などの影響が考えられる。
　調査2を行っている間，対象者のうち妊婦が切迫流産
の疑いにより，入院となったケースが2例あったが，そ
の原因が何であったかは明確ではない。
　以上の事から，交通機関を利用する際の保健指導を次
のように考えてみた。
　①交通機関を利用する場合は，急がない限り混雑時を
避ける。
　②エレベーターやエスカレーターを利用し，少しでも
体の負担を少なくする。階段の場合は，手すりにっかま
るなどして，少しでも下腹部が圧迫されないような昇降
の仕方を工夫する。
　③長時間，自動車を利用する場合は，1時間に1回は
休息する。
　④20～30分の無理のない散歩をすることにより気分転
換を図り体を慣らす。
　⑤職場での休憩時は，足を伸ばすなど，仕事で使用し
た筋肉を休ませるよう工夫する。
　⑥異常を自覚した場合は，横になり体を休める。
　以上が考えられるので，これらを今後の保健指導に活
用していきたい。
　おわりに
　予測された事が結果として見い出せなかったが，これ
は調査対象者が少なかったことが原因であると思われる。
なお本調査で里帰り分娩が2割強もある為，里帰り分娩
に対する長距離の乗り物の注意の他に，入院施設への連
絡事項や，里帰り中の生活についても，パンフレットの
作成を試みたいと考えている。
　母性看護は，保健指導が大半を占めており，当外来に
於いても，妊婦の生活指導は，看護婦としても重要な役
割の1つである。最近の生活環境から，交通機関を通し
て保健指導をしなければならないことは必須であると，
この調査からも再認識された。
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〔表1〕調査1　アンケート
調査期日　昭和　年　月　日
妊婦氏名　　　　　　年令　　　現住所
　　　　　　　　　　　　　　　　TEL（　）
ユ）　（）内に，数字を記入して下さい。
　　今回の最終月経開始日（　　　）
　　今回の予定日（　　　）
　　きょう現在の妊娠週数（　　　）
　　過去の分娩月日と児体重（　　　）　（　　　）
　　過去の自然早産とその妊娠月数（　　）　（　　）
　死産の経験のある場合は，その年月日と妊娠月数O
　中毒症にて入院治療した経験のある場合（　　　）
2）自宅から，病院までの交通事情についておたずねし
ます。
自宅から病院までの通院時間　約（）時間（）分
利用する交通機関と，それぞれの利用時間及び利用順
序
①徒　歩　　　所要時間約（
②自転車　　　　　　　　（
③バ　ス　　　　　　　　（
④電　車（地下鉄含む）　　（
）時間（
）時間（
）時間（
）時間（
）分
）分
）分
）分
　　⑤人に乗用車を運転してもらって，タクシー
　　　　　　　　　　　　　　（　）時間（　）分
　　⑥自分で乗用車を運転して（　）時間（　）分
順序を上の番号を使って，例にならって（　）に記
入して下さい。
（例）自宅→（①　）→（③　）→（⑤
　　　自宅→（）→（）→（）→（
　　　　　　　　 　　　　　　　　　）→病院
　　　　　　　　　　　　　　　　）→病院
3）交通機関利用中及び利用後，下記もしくは，それ以
外の異常を認めたことがあれば，利用したのり物の種
類と，その番号を記入してください。
　①下腹部緊満感
　②下腹部痛
　③悪心，嘔吐
　④性器出血　　　　に乗車中（）の異常をみとめた
4）乗用車にのったためと思われる流早産の経験があり
ますか。　　　　　　　　　　　　　（ある・ない）
5）里帰り分娩する妊娠のみ，下記の質問に答えて下さ
　い。
どこに，どんな種類の交通機関を利用し里帰りします
か。　　　　　　　　　　を利用して里帰りする。
里帰りするのに，どのくらい時間がかかりますか。
　　　　　　　　　　　　約（　）時間（　）分
6）仕事，買物等によりユ日30分以上運転する妊婦のみ，
下記の質問に答えて下さい。
　　1日どれくらい乗用車を運転しますか
　　　　　　　　　　　　約（　）時間（　）分
　妊娠のいつごろまで，運転をつづけますか
　　　　　　　　　　　　　　　（　）ケ月頃まで
7）妊娠7ケ月以降の妊娠について，おたずねします。
　乗用車に乗用中，胎動はどのように自覚されました
　か。
　　①減少した
　　②増加した
　　③わからなかった　　　　　　　　　（　）番
8）家族構成：核，復旧，子（　）人，父，母，
　　　　　　同居人（　）人，住居（　）階
〔表皿〕　調査2　アンケート
　交通機関の妊婦に及ぼす影響を知り外来の保健指導に
役立てたV’ﾆ思います。御協力お願いします。
※仕事をもっている方は，（1）（皿）を，仕事をもっていない
　方は⑩のみ答えて下さい。
　妊婦氏名　　　　　　　年令　　　　才
　現在の妊娠凝着　　　　週　　　　日　　　　カ月
　今までの出産回数　　　回
（1）仕事をもっている方へのアンケートです。
　①職業　　　　　仕事の内容（座業・立業）
　　　　　　　　　　　　　　　勤務時間　　　時間
　②自宅から仕事先までの通勤時間は，どのくらいかか
　　りますか。　　　　　　　　　　　時間　　　　分
　③利用する交通機関はどれですか。
　　⑦徒歩　⑳自転車　⑰バス　㊤電車等　㊧乗用車
　④交通機関利用中や利用后に，下記の異常を認めたこ
　　とがありますか。
　　⑦お腹が張る　④下腹部痛　⑰性器出血　㊤はきけ
　　㊧その他（　　）　　　　　　　　　　　　（　　）
　　※　　　　　に乗車中（　）番の異常をみとめた
　⑤出勤時の身体の状態にくらべ，帰宅時に利用する交
　　通機関であなたは，身体に異常をみとめたことがあ
　　りますか。
　　⑦ある…………どんな症状ですか
　　⑳ない
　⑥「ある」と答えた方のみ答えて下さい。
　　その時あなたはどおしましたか。
　　　⑦帰宅后すぐ横になった。
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　　　④病院等で相談および受診した。
　　　㊥その他（　　　　　　　　）
（ll）次は日常生活での交通機関利用についてのアンケート
　です。
　①買い物や私用等で，1日どのくらい交通機関を利用
　　しますか。　約時間分ぐらい
　②どんなものを利用しますか。
　　⑦徒歩　⑳自転車　⑰バス　㊤電車等　⑳乗用車
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（タクシー）
　③交通機関利用中や利用后に，下記の異常をみとめた
　　ことがありますか。
　　⑦お腹が張る　④下腹部痛　◎性器出血　㊤はきけ
　　㊧その他（　　　　）
　　※　　　　　乗車中（　）番の異常をみとめた
　④異常をみとめた時，あなたはどうしましたか。
　　⑦帰宅卜すぐに横になった
　　④病院長に相談および受診した
　　◎その他（　　　　　　　）
　　　　　　　　　御協力ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　（東京医大病院産婦人科外来）
〔表掲1〕
　　調査1の2）自宅から病院までの交通事情について
　　　　　　3）交通機関利用中，利用後にみとめた身
　　　　　　　体的異常の結果
図①交通機関利用により異常を訴えた人
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　図②仕事をもっている人で異常があった人（通勤時）
　　　　　　　　　　　　　　乗物別鞍諺ス
徒歩一バス～
　　　脇士　覧。鍔
月　　　別 アンケート者 異　常　をiえた人
異　常が
ﾈかった人 症　　　　状 乗　り　物
S．57．5月 17人 6人 11人
下腹部緊満感6人
ｫ　　　心，1人
ｺ腹部痛　1人
バ　　　ス　1人
^クシー　2人
d　　　車　3人
6月 7人 0人 7人
7月 10人 1人 9人 下腹部緊満感ｫ　　　　心1人タクシー　1人
8月 12人 1人 11人
　　　　めまい
　　　　下腹部痛
　　　　　　10　．0・o／症状別
ロ区気
40　％
下腹部緊満感
　　50　％
図③仕事をもっている人で
　　帰宅后の異常の有無
異常のあった人の症状
　oめまい
　・下肢倦怠感
　o下腹部緊満感
異常なし
　73　％
異常あり
　37　％
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